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【特集】改正道路交通法から考える

須
賀
川
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
高
橋 

英ひ
で
生お 

校
長

　
高
齢
者
講
習
を
す
る
中
で
多
い

事
例
と
し
て
、「
信
号
無
視
」「
一

時
停
止
の
見
落
と
し
」「
不
十
分

な
安
全
確
認
に
よ
る
接
触
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
判
断
力

や
運
動
能
力
な
ど
の
低
下
は
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
も
し
っ
か
り
と
確

認
す
れ
ば
防
げ
る
も
の
で
す
。「
加

齢
」
で
は
な
く
「
過
信
」
が
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

加
齢
を
自
覚
し
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
な
運
転
を
心
掛
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
習
時
に
お
話
し
し
て
い
る
注

意
事
項
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
体
調
不
良
の
時
、
夜
間
や
悪
天

候
の
際
に
は
無
理
に
運
転
し
な
い
。

②
家
族
、
友
人
な
ど
を
助
手
席
に

同
乗
さ
せ
、
助
言
や
安
全
確
認
の

補
助
を
し
て
も
ら
う
。

③
後
退
す
る
場
合
は
、
同
乗
者
等

改
正
道
路
交
通
法

　

平
成
29
年
３
月
12
日
施
行
の
改

正
道
路
交
通
法
で
、
75
歳
以
上
の

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
認
知
機
能
が

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
変
更
点
は
次
の
２
点

で
す
。

①
免
許
更
新
時
に
「
認
知
機
能
検

査
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
検

査
の
結
果
に
応
じ
て
「
専
門
医
の

診
断
」
や
「
高
齢
者
講
習
時
間
の

延
長
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

②
信
号
無
視
や
逆
走
な
ど
、
認
知

機
能
が
低
下
し
た
と
き
に
起
こ
し

や
す
い
違
反
行
為
を
し
た
場
合
は

「
臨
時
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
社
会
が
深
刻
化
し
て
い

る
現
代
社
会
で
は
、
今
後
も
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
問
題

視
さ
れ
、
ま
す
ま
す
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
状
況

　

町
内
の
過
去
10
年
間
の
高
齢
者

（
70
歳
以
上
）
に
よ
る
交
通
事
故

の
状
況
を
み
る
と
、
明
ら
か
な
増

加
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
全
国
や
県
内
の
状
況
を
み

る
と
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
は
事
実
で
す
。

自
主
返
納
と
い
う
選
択
肢

　

運
転
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
が
運
転
免
許
証
を
返
納

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
運
転
免
許

返
納
制
度
」
が
１
９
９
８
年
か
ら

導
入
さ
れ
て
お
り
、
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
な
ど
で
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
車
は
生
活
の
一
部
に

な
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
自
主
返
納

と
い
う
の
は
現
実
的
で
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
特
に
、
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
い
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
買

い
物
や
病
院
に
行
け
な
く
な
る
な

ど
、
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
安
全

運
転
に
必
要
な
心
身
機
能
は
確
実

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
加
齢
に
よ
り
心
身
機
能

の
何
が
ど
の
よ
う
に
低
下
す
る
の

か
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

●
視
覚
の
衰
え

　

「
視
力
が
低
下
す
る
」
「
視
野

が
狭
く
な
る
」
「
暗
い
場
所
で
も

の
が
見
え
に
く
く
な
る
」
な
ど
、

加
齢
に
伴
い
、
視
覚
機
能
は
確
実

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
危
険
を

見
落
と
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
自

覚
し
、
左
右
や
後
方
の
確
認
な
ど

を
改
め
て
意
識
的
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

●
判
断
力
の
衰
え

　

加
齢
に
伴
い
、
危
険
を
察
知
し

て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
ま
で
の

反
応
時
間
は
確
実
に
伸
び
ま
す
。

安
全
運
転
を
意
識
し
、
急
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
必
要
が
な
い
よ
う
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
判
断
力
の
低
下
に
よ

り
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏

み
間
違
っ
た
り
、
急
発
進
を
し
た

り
な
ど
の
誤
操
作
も
し
や
す
く
な

　近年の高齢ドライバーによる交通事故が問題視され、平成 29
年３月 12日に改正道路交通法が施行されます。今回の改正で高
齢ドライバーに対して厳しくなる道路交通法から、高齢ドライ
バーの交通事故対策について考えます。

高齢者 と 運転 について――

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
誤
操
作
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
操
作
の
前
に
し
っ

か
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
様
々
な
取
組

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
様
々
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
交
通
安
全

協
会
（
井
土
川
好
髙
会
長
）
と
交

通
安
全
母
の
会
（
添
田
喜
美
代
会

長
）
で
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
小

抜
三
吉
会
長
）
と
連
携
し
て
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
交
通
安
全
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
町
役
場
や
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
老
人
セ
ン
タ
ー
に
も
配

置
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
高
齢
に
よ
り
運
転
が
困

難
に
な
っ
た
方
な
ど
へ
の
支
援
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
買
い
物
等
を
支
援
す
る
「
ゆ

う
あ
い
バ
ス
」
や
、
お
弁
当
を
配

達
す
る
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

の
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
を

　

今
回
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

心
が
け
や
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
自
分
の
運
転
に
危
険
を
感

じ
た
時
に
は
、
自
主
返
納
と
い
う

勇
気
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
「
高
齢
者
と
運
転
」
の
問
題
は
、

高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
一
人
ひ
と
り
が
高

齢
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持

ち
、
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
が
、
高
齢
者
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

事故防止のポイントあ

❶追突事故
　高齢者が起こす交通事故の中で、最も多い事故が
追突事故です。特に、渋滞気味の道路で、前の車の
減速や停止に気づくのが遅れての事故が多くなって
います。緊張感の薄れによる考え事やちょっとした
脇見も事故につながっています。
　このような事故を起こさないためには、常に緊張
感を持って運転することが大切です。前方の車に気
を配り、すぐにブレーキを踏める状態で運転するよ
うにしましょう。

❷出会い頭の事故
　高齢者が起こす事故で２番目に多いのが出会い頭
での事故で、信号のない交差点で多く発生していま
す。特に、日常的に乗り慣れた場所での事故が多く
なっており、油断により安全確認がおろそかになり
がちです。
　対策としては、走りなれた道でこそ、安全確認が
大切です。左右確認、一時停止を改めて意識的に行
いましょう。また、自分が優先道路を走っていても、
相手がきちんと停止するかを確認しましょう。

　高齢者が起こしやすい事故には特徴があります。その特徴を理解し、常に心掛けることが、その事故を起こ
さないことにつながります。ここでは、その「起こしやすい事故」について、対策のポイントと併せてご紹介
します。

❸右折時の事故
　高齢者が起こす事故で、信号がある交差点で多く
発生しているのが右折時の事故です。対向車線の状
況をしっかり確認しないで右折したり、視力の低下
などにより対向車との距離や対向車の速度を見誤り
やすいことが原因になっています。
　対策としては、焦らず、対向車が通り過ぎるのを
待ち、安全確認をしてから右折することが大切です。

❹その他の事故
　その他に多い事故としては、特に夜間や悪天候時
での「歩行者との接触事故」や「単独事故」があり
ます。夜間や悪天候時などの視界が悪い日には、無
理に運転しないことも事故を防ぐ方法の一つです。
　また、「高速道路での逆走」も近年増えている事
故の一つです。高速道路に侵入する際は、表示板な
どをしっかり確認することが大切です。

に
誘
導
し
て
も
ら
う
。

こ
れ
ら
の
注
意
事
項
を
守
り
、
悲

惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◀
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
す
添
田
会
長
（
右
）
と

受
け
取
る
小
抜
会
長
（
左
）

ああ


